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表紙の写真：平常時の利根川と増水時の利根川（水郷大橋付近）　国土交通省利根川下流河川事務所提供
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発刊にあたって

　市民の皆様には、日頃から市政全般にわたり、ご理解とご協力をいただいております

ことに、深く感謝申し上げます。

　近年、毎年のように「異常気象」と言われており、日本全国で災害が発生しております。

平成30年７月の西日本豪雨、９月の北海道胆振東部地震など、相次ぐ災害が各地に大きな

被害を及ぼしております。

　香取市においても、東日本大震災を経験し、平成25年には、台風26号により小野川・

大須賀川が氾濫、がけ崩れも市内各所で発生しました。また、令和元年房総半島台風

では、暴風による長期間の停電、多数の住宅被害が発生し、令和元年東日本台風では、

利根川の水位上昇による避難勧告を、香取市として初めて発令いたしました。

　香取市の地形は、北部に利根川が流れ、小野川、黒部川、栗山川なども流れており、洪

水の危険性があります。また、南部の台地には、土砂災害の恐れがある箇所もあります。

　これらの情報をまとめて掲載したものが、この「総合防災マップ」です。

　お住まいの地域にどのような災害が起こる可能性があるか、ご家庭や自主防災組織の

中で確認していただき、災害発生時の避難などについて話し合っていただくなど、本冊子

をご活用いただければ幸いです。

令和３年１月　　香取市長　宇井 成一

例えば、土砂災害の危険性が高まれば土砂災害警戒区域に居住する市民に対して避難情
報を、利根川のはん濫の危険性が高まれば利根川の浸水想定区域に居住する市民に対し
て避難情報を発令します。
よって、平時には自分がどの災害のときに避難行動が必要かこの総合防災マップで確認
していただき、災害時には市が発令する災害の種類を確認してから、必要に応じて避難行
動をとるようにしてください。

香取市全域図・利根川浸水想定区域図・
土砂災害（特別）警戒区域図

「特別警報」が発表されたら、ただちに命を守る行動をとってください。

レベル5 すでに災害が発生している状況。
命を守るための最善の行動を取る。

災害発生情報 氾濫発生情報、
大雨特別警報など

安全な場所へ、全員避難。
移動が危険と思われる場合は、
自宅内のより安全な場所に避難。

避難勧告／
避難指示（緊急）

土砂災害警戒情報、
氾濫危険情報など

高齢者など、避難に時間を要する方は避難。
その他の方は避難の準備をする。

避難準備・
高齢者等避難開始

氾濫警戒情報、
洪水・大雨警報など

ハザードマップ等により、
自らの避難行動の確認。 注意情報等

災害への心構えを高める。 早期注意情報等

洪水・大雨注意報など

早期注意情報など

気象庁などから出る情報警戒レベル 避難行動 避難情報等

水害、土砂災害が発生する恐れがある際に避難行動を促す「避難情報」は、「警戒レベル」の表示と併せて、発令します。
避難のタイミングを見極める基準の一つとして、どのレベルで避難すべきか家族で話し合っておきましょう。

市が発令する避難勧告や避難指示（緊急）などの避難情報は、
発生が予想される災害の種類ごとに発令します。

香取市から発令される避難情報
避難に関する情報

特別警報の発表基準

特別警報について

避難に関する情報

大雨

暴風

高潮

波浪

暴風雪

大雪

津波

火山噴火

地震（地震動）

台風や集中豪雨により数十年に一度の降水量となる大雨が予想される場合

数十年に一度の強度の台風と同程度の温帯低気圧により雪を伴う暴風が吹くと予想される場合

数十年に一度の降雪量となる大雪が予想される場合

高い所で3メートルを超える津波が予想される場合（大津波警報を特別警報に位置づける） 

居住地域に重大な被害を及ぼす噴火が予想される場合（噴火警報（噴火警報レベル4以上）及び噴火警報（居住地域）を特別警報に位置づける）

震度6弱以上の大きさの地震動が予想される場合（緊急地震速報（震度6弱以上）を特別警報に位置づける）

数十年に一度の強度の台風や
同程度の温帯低気圧により

暴風が吹くと予想される場合

高潮になると予想される場合

高波になると予想される場合

基　　　準現象の種類

レベル1
レベル2
レベル3
レベル4

※表中の“数十年に一度”の現象に相当する降水量等の客観的な指標は気象庁ホームページで公表しています。


